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　百済を代表する金銅大香炉。その造形が非常に優れ、整った美しさであることか

ら百済文化の精髄と呼ばれ、百済を象徴する遺物です。 

　1993年12月12日、陵山里古墳群を訪れる観光客のために駐車場を整備しようと

敷地を掘っていた際に発見されました。周囲には瓦と土器の欠片、そして繊維の一

部も一緒に発掘され、大香炉を包んだ布が時を経て削られたものと推定されていま

す。以降の調査で、香炉が発見された場所に百済時代の王室の寺院があったことも

明らかになりました。

　王室で祭祀用に使われる物が布にきれいに包まれたまま地面に埋められた理由

は、660年に泗沘城が陥落して略奪と放火が行われた

際、ある百済人が急いで隠したためという見方がありま

す。この香炉は、そのまま千年以上もの間、地中に埋まり

酸素が遮断されたおかげで、原型をそのまま維持するこ

とができました。

　この香炉が発掘された後、どの博物館が所蔵するかで

意見が分かれました。最初は国立中央博物館が所蔵して

いましたが、出土地から最も近い博物館で所蔵するのが

正しいという結論により、現在は国立扶余博物館でその

秀麗な姿を見ることができます。

百済金銅大香炉が発見されるまで
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発見された百済金銅大香炉

人権標語

水城西小６年　　小山　萌々さん

一人称　
　なんでもいいでしょ　
　　　決めないで

こ　やま も　も

（応募時）

（青葉台区）新池坊

花材 すじ柳、菊

本山　晴子
もとやま はる こ

季
節
の
生
け
花

太
宰
府
市
華
道
連
盟

せいずい

ゴ ブングンヌンサン リ

サ　ビ

ペ ク ゼ グ ム ド ン デ ヒ ャ ン ロ

みんなの
としょかん●小説　モノ(小野寺史宜／著)　バリ山行(松永K三蔵／著)　いつか月夜(寺地はるな／著)

　左太夫伝(佐々木譲／著)　全員犯人、だけど被害者、しかも探偵(下村敦史／著)　紺碧の

海(梶よう子／著)　銀河の図書室(名取佐和子／著)　銀色のステイヤー(河崎秋子／著)　鷹

の飛翔(堂場瞬一／著)　法廷占拠(呉勝浩／著)　病葉草紙(京極夏彦／著)　その朝は、あっ

さりと（谷川直子／著）　TUBE(ソン・ウォンピョン／著)

●随筆・詩などの文学　百鬼園先生と私(内山保／著)　義父母の介護(村井理子／著)　うた

たねの地図(岡野大嗣／著)　わたしは、あなたとわたしの区別がつかない(藤田壮眞／著)

●その他の本　からくり玩具世界一周(山口照二／著)　ムダなくおいしく柿ライフ(農文協／

編)　空き家の法律と税金と管理がわかる本(コンデックス情報研究所／編著)　100日まい

にちブルーベリー(わかさ生活／著)　深掘り！IT時事ニュース(三上洋／著)

としょかんカレンダー

○印の日は、お休みです。
開館時間　午前１０時から午後6時まで

市民図書館

ＴＥＬ （ ９ ２ １） ４６ ４ ６

ＦＡＸ （ ９ ２ １） ４ ８ ９ ６

金曜・土曜（祝日除く・太字の日）は午後７時まで

（　　   ）令和６年８月
貸出開始資料から
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山口照二／著
『からくり玩具世界一周』　

大福書林

内山保／著
『百鬼園先生と私』

中央公論新社

小野寺史宣／著
『モノ』　

実業之日本社

図書館からのお知らせ

ハロウィンおはなし会開催
　ちょっぴり不思議なお話や愉快な人形劇で、一足早いハロウィンを楽しみましょう。

仮装での参加も歓迎です。

日　時　10月26日㈯午後３時～４時

場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）４階多目的ホール　　参加費　無料

内　容　地域文庫による人形劇「ひなどりとねこ」、軍手人形、図書館職員による大型絵本「サンドイッチサンドイッチ」など

申し込み不要

「秋の朗読会」開催
　武者小路実篤／著「黒田如水」（『小説集黒田官兵衛』より）、スーザン・バーレイ／さく・え「わすれられないおくりも

の」ほか、秋の季節にちなむ短編小説やエッセイなどを取り上げる予定です。　文芸作品を耳で味わうことで、読書の幅

を広げてみませんか。

日　時　10月20日㈰午後２時30分～４時（途中休憩あり）

場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）３階視聴覚室　　参加費　無料　　実　演　朗読紫苑の会

申し込み不要

読書推進講座 「防災講座～役に立つ災害の知識～」開催
　本市のハザードマップをもとに、近年多発する災害からどのように身を守ればいいか学んでみませんか。

日　時　11月12日㈫午前10時～正午

場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）研修室１・２・３

講　師　防災士　野田秀敏 氏　　参加費　無料　　定　員　25人（申し込み要・先着順）

申込期間　10月１日㈫～定員になり次第終了

申込方法　図書館カウンターまたは電話

むしゃの　こう　じ くろ　だ か ん べ えさねあつ

の　だ ひでとし
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